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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。
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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：51）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 数日に１回程度ある

1. ほぼ全ての利用者の

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない
1. ほぼ全ての利用者が

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない
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職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

67

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない
1. ほぼ全ての利用者が 1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
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通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
1. 毎日ある 1. ほぼ毎日のように
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職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

評価機関名 特定非営利活動法人ヘルスアンドライツサポートうりずん　

所在地 福岡県直方市知古１丁目６番４８号

訪問調査日 令和元年12月23日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

開所以来の理念を毎月の職員会議で唱和し、玄関に掲示された理念を出勤時目にして、入居者の笑顔
が見られることに喜びを感じ、全職員で日々ケアに取り組んでいる。毎月の職員会議で、日々の入居者の
変化や職員の気づきを話し合い、大きな声を出すなど気分に波のある入居者に時間を置いたり、静かな
場所を提供することで思いを配慮し、自宅に外泊した入居者の帰りたい気持ちを自然なことと受け止めて
いる。毎月の外出計画に沿った外出先での笑顔の写真を共用空間に掲示して、家族に暮らしぶりを報告
し、年1回開催している家族会では看取りに至る経緯を説明している。町の関係部署からの参加で開催さ
れている運営推進会議は地域の情報交換の場となり、地元消防団員の管理者は災害時の避難場所とし
て福祉施設と連携している。地域行事の参加で馴染みの場所や人との関係を継続し、理念の大きな家族
を目指しているホームである。

所在地 冨故岡県嘉穂郡桂川町土師1967－1

自己評価作成日 令和元年12月4日 評価結果確定日 令和２年１月５日

基本情報リンク先
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php

グループホームの職員配置の特性を活かし、利用者様一人ひとりに手厚い介護が行き渡るよう職員と利
用者様との信頼関係を築いています。外出や散歩などの希望があればできる限り誘導し、職員に各利用
者様の担当者になっていただき、誕生日会や衣替え、ケアマネージャーへの状態報告を行い、より良いケ
アを目指すよう日々努力しています。また、ご家族様と本人様からの意見や要望に対しても職員会議で話
し合い、良い方向になるように努めています。

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4075700163

法人名 有限会社あゆみ

事業所名 グループホームあゆみ

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php


福岡県　グループホーム　あゆみ 令和２年１月５日

自己評価および外部評価結果

グループホームあゆみ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

自治会に加入し、地域の住民としての役割りを担
いつつ、地域の行事に入居者様と参加し、散歩や
地域の行事には、いつでも声を掛けて貰える様な
関わりがあります。社会福祉協議会主催の行事に
も積極的に参加しています。

ご入居者様と共に一緒に考え、一緒に行動し、一
緒に笑顔になれる様に、職員は日々悩みながら、
一人ひとりの尊厳を大切に、思い思いの生活が実
現出来る様な取り組みを行っております。

地元の小中学校の職場体験を毎年行ったり、地域
の民生委員に運営推進会議に参加して貰ったり、
町主催の施設説明会で施設紹介を行い、認知症
の人の理解や支援方法について、地域に発信して
います。

2ヶ月に1回、活動実績や入居者状況、職員研修な
どを報告し、質疑応答に答えております。入居者の
ケア、体調の変化がある時の対応などアドバイス
を頂きながら、足りない所を教えて頂いておりま
す。

運営推進会議に桂川町保健環境課医療介護保険
係職員が参加して頂いております。保険者は福岡
県介護保険広域連合の為、事故の報告や感染症
等が発生した場合は速やかに電話連絡し報告書を
提出しております。また、桂川町には電話報告して
おります。

夜間は防犯の意味もあり、19時以降は玄関や窓等
は施錠し、朝7時00分～8時頃開錠しております。
日中は換気も含め、窓を開け解放感をご入居者様
には感じて頂いております。落ち着かない事によ
り、帰宅願望や外出予定の妄想がある場合は、職
員が良く話しを聞き、安心する様に家族から連絡
があって「今は帰れないよ。」「帰れる様になると連
絡があるから、少し待ってね。」など安心して頂く様
に対応しております。

運営推進会議設置の目的に鑑み、
家族が参加しやすい日時や行事な
どと併せて開催するなどの工夫で、
家族の参加を期待します。

地域の花見や溝掃除、公民館での七夕まつり
や食事会、住民センターでの音楽療法などに参
加し、町の文化祭に貼り絵を出品するなど、地
域との交流が継続し、今年も小学生の職場体験
を受け入れている。先頃、町主催の終活セミ
ナーでホームを紹介している。

会議の案内はしているが参加できる家族はな
く、民生委員や在宅介護支援センター、地域包
括支援センター、介護保険係、社会福祉協議会
などの関係部署からの参加で定期的に開催さ
れ、会議録を玄関に公表している。会議では行
事や転倒事故などを報告し、地域の困り事など
の情報交換の場となっている。

運営推進会議で居室状況を報告している。現状
は満室であるが、地域包括支援センターから入
居者の紹介を受けることもある。先日受けた実
地指導を、今後の運営に反映したいと管理者は
話している。

運営推進委員に身体拘束適正化委員の兼任を
お願いし、同日に会議を開催している。管理者
が参加した県社協主催の身体拘束に関する研
修会の資料で内部研修を行っている。自宅に外
泊した入居者の帰りたい気持ちを自然なことと
受け止めている。昨年居室窓から離園した入居
者は、近隣の顔なじみになっている方の通報で
見つかり事なきを得ているが、動向をいち早く把
握するために、家族の了解を得てベットにセン
サーを設置し、現在は落ち着いた生活を送って
いる。

ユニット／
事業所名

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

開所以来の理念を毎月の職員会議の前後に唱
和したり、出勤時玄関に掲示された理念を目に
して日々ケアに取り組んでいる。「入居者の笑顔
に出会えてうれしい」と再就職した職員は話して
いる。



福岡県　グループホーム　あゆみ 令和２年１月５日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 （9） ○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。
また、事業所で働く職員についても、その能力を
発揮して生き生きとして勤務し、社会参加や自己
実現の権利が十分に保証されるよう配慮している

常日頃より、ご入居者様に対する言葉遣いには注
意を払い、職員に指導しております。各ご入居者様
を同等に敬意を払い、好き嫌い、得意不得意等の
感情による思い込みを取り払い、大切な家族と接
する様に指導しております。

契約時はご入居者様と身元引受人（ご家族様等）
に金銭管理依頼書による当ホームの金銭管理の
範囲を確認しております。その際、受診時やその他
医療機関の料金支払い、飲食購入本人に必要な
支払い以外の通帳・年金証書・年金受領管理や本
人家族負担金支払いなどの依頼があれば、日常
生活自立支援事業や成年後見制度を活用する様
にしております。

契約時はご入居者様と身元引受人（ご家族様等）
と一緒に契約に用意した契約書各2部（身元引受
人控えと事業所控え）を一言一句読み、解説を行
いながら理解に努め、署名捺印をして頂いておりま
す。

職員の募集に当たっては、広く募集し、年齢性別や
学歴、資格等の条件に左右されずに、老若男女問
わずに働いて頂いております。勤務についても、職
員の家庭環境で勤務時間が限られたり、得意不得
意も考慮し、勤務表を作成し、勤務して頂いており
ます。希望公休も月2回指定出来、個人の大切な
用事が安心して持てる様に配慮しております。

毎月モニタリングを配布し、状況報告を行います。
ケアプラン見直しの際は、意向を確認し、ケアプラ
ンに反映させています。また、面会の際はご家族
様に近況を報告したり、季節の寝具や洋服等を依
頼しております。また、玄関にご意見箱を設置して
おります。

毎月の勉強会や日々の職務の中での申し送り、職
員との交流により、積極的に職員の意見を取り入
れながら、日々ご入居者様の視点に立てる様な温
かいふれあいある介護を代表者、管理者共々目指
しております。ご入居者様の笑顔が日々増える様
な努力をしております。

資格手当やスキルアップ出来る様に研修参加を事
業所負担で賄っており職員の負担はありません。
研修の際は、勤務扱いになり、休日も通常通りあり
ます。職員には積極的に研修を勧めて、技術向上
が図れる職場環境を維持しております。

勉強会や話し合いは勤務時間に行われ、定例
化されている。個々の入居者に関するケアや業
務内容について、率直な意見交換が行われて
いる。1人体制の夜勤者の負担を軽減したいと、
日勤帯でできることは済ませようと全職員で協
力し支え合っている。

20代から70代までの職員が、其々の家庭状況
や力量に応じて勤務している。再就職した職員
は、自分のレクリエーションの指導で入居者の
笑顔に出会えてうれしいと話している。ハロー
ワークからの入職者が多く、スキルアップ支援
制度を活用している。介護福祉士資格を取得し
た職員もあり、研修参加や受験費用などを負担
している。

日常生活自立支援事業や成年後見制度に関す
るパンフレットを整備しているが、現在まで利用
はない。利用料金などの未払いはないが、業者
が発行するオムツ代金の領収書を紛失する家
族もあり、適切な保管をお願いしている。日用品
等の購入の預り金は明確な収支管理を行って
いる。

利用料等は引き落としでないため、毎月支払い
に来訪される家族に入居者の近況を報告し、意
見の表出を促しているが、管理者が状態の悪化
などは報告している。今年の家族会は１０月に
開催され、6家族11名の参加があった。管理者
が1年間の出来事を報告し、看取りについて説
明している。



福岡県　グループホーム　あゆみ 令和２年１月５日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

14 （10） ○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

15 ○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

ホームの見学と困り事をご本人様ご家族様より伺
います。ご本人様は自覚がない事が多く、自宅で
生活出来ると多くの方が言われます。ご家族様か
らの大変な状況を考慮しております。ご本人様に
は自覚がない場合はご家族様より入所について良
くお話しして頂く様にお願いしております。

初回は電話相談を受ける事が多く、ご家族様より
相談があります。お話しを伺う場合、ご家族様の気
持ちを受け止め、大変な状況を共感し、気持ちに
寄り添いつつ、相談に乗っております。出来るだけ
お話ししている間は、話しを遮らず、率直にお話し
して頂く様に心掛けています。話の間を見ながら、
助言やお願い、説明など分からない事等の対応を
行っております。

当ホームに電話相談がある場合は、居宅介護支
援事業所のケアマネや包括支援センターで紹介さ
れてご家族様が電話される事が多いです。在宅で
ご本人様ご家族様が必死に努力され、もうどうする
事も出来ない、そんな状況下で電話相談されま
す。

管理者はグループホーム連絡協議会や運営推進
会議、認知症実践者研修などで勉強を行っていま
す。ケアマネは地域支援アドバイザー研修やキャラ
バンメイト養成研修を予定しています。職員は桂川
町内の2グループホームで春に桜花見、年末に餅
つきを行っています。

一人ひとりのケアの力量を把握し、また職員の希
望を聞きながら勤務を調整している。得意不得意
があり、うまく他職員と連携が図れていない事を感
じる事がありますが、職員を一人ひとり指導し、各
職員が一人前またはそれ以上に他職員をカバーし
ながら職務に携われる様に指導しております。

基本的人権の尊重を理解した上で、自分なりの意
思表示が出来なくなる病気、認知症について正しく
理解し、自分で表現出来なくなった思いを、職員が
ご家族様の希望やご入居者様の声にならない訴え
を推し量り、確認していく事が認知症介護の人権で
ある事を指導しています。

介護職員の人権研修受講は必須で
あることから、町主催の人権研修の
参加でさらなる人権教育、啓発活動
の取り組みを期待します。

年間研修計画に沿って、管理者研修の資料で
人権に関する研修を行っている。定期的なミー
ティングでは、管理者が柔らかい丁寧な言葉遣
いで、入居者への声かけや言葉遣いについて
話をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
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20 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

26 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

入居者同士、得意な関係、一方が心を開かない場
合、ある人の言動が気に入らない、ある時はしつこ
く話し掛け怒鳴られたり、暴言が常にあり周りが迷
惑をされている場合などあります。基本は仲の良く
話が通じる方同士を隣同士にしますが、全体を考
慮し座席の配置を検討しております。

契約書には入院し2ヶ月以上に及ぶ場合、規約で
契約解除の対象となりますが、ご家族様、ご本人
様には入院時の状況等を確認しながら、退院し
ホームに戻って来れるのかなど全体の状況を確認
しながら、対応しております。機械的に2ヶ月以上の
入院では退所とはなりません。

センター方式のアセスメント、計画書の意向などを
ご本人様、ご家族様に確認しております。自分の
意思を伝える事が難しいご入居者様は、普段の生
活の中で発せられた言葉を引用し、ご本人様の気
持ちに寄り添いながら、検討しております。

ご本人様の気持ち、好き嫌い、好む事好まざる事、
得意な事得意でない事、出来る事出来ない事、生
活歴など会話や言動から確認して、ご本人様の望
む暮らしを実現出来る様に配慮しております。料理
が得意な方は、調理のお手伝いをして頂いており
ます。

化粧が日課の方は、好みの化粧品の持参や喫煙
習慣がある方は好みの銘柄を持参、飲酒がある方
は、好きなお酒を用意、仲が良い姉妹は時々姉宅
に外泊されたたり、かかりつけ病院を家族が受診
介助を希望されたり、関わりを大切な絆として尊重
しております。

面会はいつでも自由に行って頂いております。ご家
族様は居室でゆっくりと、一緒にお茶を飲んで頂い
たり、ご本人様の好きなお菓子や飲み物を持参さ
れ、ゆっくりと過ごして頂いております。また、長年
かかりつけだった病院など希望があれば、当ホー
ムのかかりつけ病院以外でも受診可能です。大切
な馴染の場所や関わりある人、人間関係、地域の
行事など大切にし、生きがいが持てる生活を送っ
て頂きたいと願っています。

認知症があり、次第に少なくなっていく記憶を確認
しながら、生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用等を確認しております。そ
の人がどういう生活をして、どんな風に生きたの
か。これからどの様に生活したいのか日々考える
材料になります。

来訪時は居室でゆっくり過ごしてもらうなど、何
より家族との関係性の継続を支援している。実
姉宅に外泊し一緒にコンサートに出かけたり、家
族が同行してかかりつけ医を受診するなど其々
の馴染み関係が継続している。地域の花見や
公民館の七夕祭り、食事会など馴染みの行事に
参加し、顔見知りの方と交流する機会となってい
る。

把握した情報をセンター方式のアセスメントツー
ルに書き加え、全職員で個々の入居者の意向
や思いを共有している。日頃から入居者とゆっく
り過ごす時間を設け、クリスマスソングの歌詞を
手書きしてもらうなど、できる事や家に帰りたい
との思いを受け止めた支援に努めている。
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実践状況
自
己

外
部

項　　目

27 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

29 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

生活のリズムが図れ、周囲と溶け込んで集団生活
が送れているのか。自分で出来る事出来ない事か
ら必要な介護が行われているのか。自分の思った
感情が表現できているのか。日々の生活を確認し
ながら、現状の把握に努めています。

ご本人様ご家族様には説明し意向を確認しており
ます。サービス担当者会議は面会時に行っており
ます。話しあった事を勉強会で全職員で再検討し
ております。変更点があれば連絡し報告して、介護
計画を作成しております。

協力医療機関、青栁医院より訪問診療を月１回
行って頂いております。ご入居者様の体調の変化
があれば、その都度受診しております。些細な体
調の変化は受診するかどうかも電話連絡し確認し
ながら、主治医の指示を伺っております。

各入居者一人ひとりの記録ファイルを用意し、日勤
は黒ボールペン、夜勤は赤ボールペンで記入して
います。具体的に５W1Hで分かりやすく、起った事
を正確に記載して貰っています。個人情報がある
ため、他入居者はイニシャルを用い、表現していま
す。勉強会や介護計画、モニタリング、アセスメント
等に活用し職員間の情報共有に努めています。

入居者様からの希望で、ラッキョウを漬けたいと希
望があり、買い物に職員と一緒に行き、ラッキョウ
を漬けたり、腕時計が欲しいとの要望で職員と買い
物に行ったり、食事水分摂取の拒否がある方に対
し、美味しく食べて頂く為に、好きな物を食べて貰っ
てり工夫しております。

土師4区の行事、音楽療法、七夕会。桂川町の行
事、一人暮らしの食事会。桂川町のお祭り。毎年桜
の花見は町民グラウンドを桂川町3グループホー
ムで開催しております。また、年末は餅つきを3グ
ループホームで開催しております。

協力医療機関の往診や薬剤師による薬の管理
やアドバイスを受け、適切な医療受診を支援し
ている。訪問看護ステーションは24時間オンコー
ル可能であるが、何かあれば直ぐに管理者へ報
告、連絡できる体制が整っており、入居前のか
かりつけ医への通院も支援している。

毎月の職員会議で、日々の入居者の変化や職
員の気づきを話し合い、モニタリングに活かして
いる。大きな声を出すなど気分に波のある入居
者には時間を置いたり静かな場所を提供した
り、関りを持つだけでなく1人の時間も好んでい
るとの職員の気づきから、新たに支援に取り組
んでいる入居者もある。
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33 ○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そ
うした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

36 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

統合失調症中度精神遅滞の方は、妄想・強迫観念
が強く、人を拒絶し、布団を被り引き籠る事があり
ます。体調の変化がないかは確認し、食事の場合
は声掛けをしますが、無理強いをしない様にしま
す。しかし生活リズムが夜間型に変わってしまう
為、食事時間には一緒に食事をして貰うようには
関わっています。

契約時に看取りの説明、同意書により意向を確認
しております。ご本人様ご家族様には遠い話しの
様で実感が湧かない場合もありますが、急がない
ので考えておいて下さいと説明しております。意向
は同意書があっても、その時その時の気持ちに寄
り添っていきますので、変化して当然と考えており
ます。ご本人様ご家族様の気持ちに常に寄り添っ
た介護・医療との連携を提供出来る様に支援して
いきます。
各入居者様の既往歴や病状については職員全員
が把握しており、常日頃より健康管理に努めてい
ます。ご入居者様に事故や急変があれば、まず施
設長に報告、訪問看護へ連絡し、必要に応じ主治
医の受診や他医療機関を受診します。

年2回火災訓練をご入居者様と職員で行っていま
す。事前に桂川消防署に自衛消防訓練実施通知
書を提出し、消火訓練・通報訓練・避難訓練を行っ
ています。H28年10月、H29年4月は職員退職に伴
い、防火管理者不在のため実施できませんでし
た。H29年6月2日より、新たに防火管理者が選任さ
れましたのでH29年10月より火災訓練を開催致し
ます。

医療連携加算をとり、訪問看護エルムと契約に
行って週1回バイタルチェックと体調の確認、自覚
症状、他覚症状等を行って頂いております。また体
調の急変や変化がある場合も２４Hオンコール体制
で電話相談や訪問し確認指示も受けております。

ホームで体調の変化があれば、すぐに受診や急変
あれば救急搬送等を含め、訪問看護、主治医等と
連携を密に図り、ご入居者様の体調には常日頃か
ら注意をしております。入院時も状況をよく把握し
た職員が同行し、医療関係者に様子を伝えます。
退院時もご家族様に様子を伺いながら、医療関係
者と連携を図り、退院後の生活について検討を
行っています。

昨今の自然災害の現状から、備蓄
台帳の整備や入居者の持ち出し書
面の検討をお願いします。

理念に「明るい笑顔でゆっくり楽しく一緒に、み
んなで大きな家族を目指す」を掲げ、入居者の
心身の状況に応じた声かけや対応が行われて
いる。調査日は〇〇さんの79歳の誕生会が行
われ、プレゼントが贈られ、全員でハッピーバー
スデイを歌い、ケーキの蝋燭の火を吹き消す入
居者も周りの入居者も満面の笑顔であった。

重度化や看取りに関する指針を整備し、同意書
を取り交わし、家族会で看取りに至る経緯を説
明している。現在までは看取りはなく、昨今終末
期を宣告された入居者もあるが横ばい状態であ
る。食事や水分摂取量を観察しながら、密にか
かりつけ医と連携をする予定である。

今年度は4月、10月に避難訓練を実施している。
消防署の立ち合いはなく、通報を届け水消火器
を借りて訓練している。管理者が地元消防団に
加入しているため、指定避難所の状況などを熟
知し、入居者の心身の状況から町内の介護福
祉施設に避難できるように連携体制を取ってい
る。3～4日分の飲料水等を備蓄している。
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39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

45 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

夜間、介助でPトイレを使用される方は、センサー
で対応し極力トイレでの排泄を行っています。ま
た、夜間は尿失禁がある方は、汚染したパンツをタ
ンス内に収納するまでは、布パンツで対応しまし
た。汚染パンツと清潔なパンツの区別が付かなくな
る為、就寝時に紙パンツを着用し、起床時に布パ
ンツへ交換して頂いております。

お化粧が好きなご入居者様はお化粧道具を居室
内に用意してお好きな時に化粧を楽しんで貰って
います。女性はお顔の手入れをされる為、美容ク
リームを塗ったり、思い思いの服装が出来る様に、
ご家族様には着替えや洋服を依頼する事がありま
す。

一人ひとりの食事形態を時々ご本人様から伺い確
認したり、食事が入らない方は、好きな卵かけご飯
にしたり、その方の好みに合わせて食べて頂きま
す。また外出した際は、メニューから一人ひとり好
きな物を選んで食べて頂いております。

水分摂取量の記録、体重測定を月1回、メニューを
記録しながら、栄養が偏らない様に、またご飯の量
を調整したり、1日の目標水分量を設定しながら、
体調が安定する様に、ご本人様とは話し合いなが
ら、調整しています。

ご自分で出来る方はご自分でして頂いております。
各入居者様の言動を把握しながら、歯磨きの状
態、義歯に食物残渣物が付着していないか、口臭
はないか、うがい時に食物残渣物が無くなるまでう
がいが出来ているかなど確認し、適宜説明や介助
で介入しています。

職員が日常生活の介護、食事作り、時にはご入居
者様に意見を聞きながらメニューを考えたり、レク
や外出、誕生会等のイベントで楽しく関わる機会を
持ち、各ご入居者様が感情を表出し易い環境作り
を行いながら、一人ひとりの思いを聞き、希望等を
汲み取っています。

ご入居者様の作りたい食事があれば、本人が言わ
れます。買い物に一緒に行ったり、用意して貰いな
がら、ご入居者様と職員が一緒に作って頂いてお
ります。また、外に出たいとの希望があれば、一緒
に散歩したり、季節の花を見に行ったり、外食した
りしています。

職員の声かけや介助で、入居者は其々のペー
スの食事をしている。今年も入居者が漬けた
らっきょや梅干しが食卓に上がり、誕生会の希
望献立は唐揚げとコンソメスープであった。菊花
展見学後の外食では、注文したかつ丼を完食す
る姿に、職員は驚嘆している。

尿路感染の既往の方にはその都度陰部洗浄が
行われている。「今日は立ててよかった」と職員2
人体制で立ち上がりを介助し、トイレでの排泄を
支援したり、夜間自分で排尿しようとベット上で
脱衣する入居者にはタイミングを見計らうなど、
状況に応じた支援に取り組んでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

46 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

48 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

49 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

50 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

51 （21） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

各入居者一人ひとり性格や生活歴、楽しみ、出来
る事出来ない事それぞれ違います。まずはその人
を知り、何がその人にとって、楽しみであるのか、こ
れまでどんな生き方をして来たのか、知った上で、
その人に丁度良い支援を目指しています。

毎月外出を計画しています。ご入居者様に意見を
伺いながら、場所の選定を行っています。気分に
よって、出掛けたいと希望された場合、希望を叶え
てあげたいが、必ずしも出かけられる様な場合ば
かりではない。入居者の皆様が事故や病気なく過
ごせる事が、一番大切であり、勘案しながら支援し
ております。

本来はご入居者様の入浴したいタイミングで入浴し
て頂く方が良いと思いますが、職員の勤務時間や
光熱費等を勘案して、当ホームでは毎週月水金の
週3回の入浴を実施しています。自分の届く範囲は
洗身して頂き、手の届かない範囲を職員が介助し
ております。

生活リズムを考え、日中はベッド臥床なく過ごして
頂きたい。しかし、体調の変化があれば、適宜ベッ
ド臥床します。昼食後に昼寝をして頂いておりま
す。

買い物を希望される方は、多少の物忘れがありま
すが、まだご自分で希望や願望が残されており、
発言があります。お金を使う事、欲しい物を買った
時に支払う様な金銭感覚を維持しているのか、して
いないのか確認を行い、金銭感覚あれば、継続的
に支援を行います。

当ホーム内においては、薬の目的や副作用、用
法、用量が把握できる様に変化がある際は申し送
りしています。またお薬手帳を確認する様に指導し
ています。糖尿病薬は食事量が少ないと低血糖が
起きる為、服用には注意する様指導しております。

食物繊維の多い野菜中心の食事を提供し、1日
1000㏄以上水分を摂って貰っています。排便が出
にくい方は症状に合わせ、緩下剤等を使用し、便
の性状に合わせ適宜緩下剤を調整しております。3
日以上の排便（-）があれば、腹部マッサージや水
分を多めに摂取して頂いたり、また体を動かし、腸
蠕動を促進しがなら、排便を促しております。

先日浴室で転倒した入居者があり、2人体制で
キャスター付きシャワーチェアを導入し、入居者
の身体状況に応じた支援をしている。入浴を拒
否する入居者はないが、女性入居者の希望で
同性が介助している。お気に入りのシャンプー
や髭剃りクリームを使用する入居者もある。

毎月の外出計画を作成し、初詣や季節の花見、
山笠や菊花展などの見学に出かけている。共用
空間の壁には、文化祭、菊花展や外食のスナッ
プ写真が掲示されている。日頃はホームを1周
する散歩を楽しんでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部
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53 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

共用のリビングを中心にして、各居室が近い空間
にあり、すぐに職員が駆け付ける事が出来る為、
各居室にも自由に行くことが出来ます。廊下やトイ
レ、浴室には手すりを設置しており、歩行が不安定
な方も自由に移動が出来る配慮を行っておりま
す。また、夜間の就寝時もセンサーにて確認してお
り、就寝時のプライバシーが確保されています。

食卓テーブルとリビングを共用しており、リビングの
椅子では仲の良い入居者様が語り合いやおしゃべ
りの空間、またテレビを見て過ごす空間となってい
ます。ゆっくりと一人で過ごしたい場合はお部屋で
過ごして頂いたり、ご自由に過ごして頂いておりま
す。

共用のリビングに季節に応じた手作業した作品や
外出した際の記念写真を飾り、ご入居者様には、
忘れかけた記憶をたどり、記憶を再生して頂く機会
やご家族様においては、大切な家族が元気に過ご
しているのか、気になる所を、作品や記念写真を見
る事により、元気で過ごしている事の便りになると
考えております。

住み慣れた自宅で過ごされていた馴染の家具や調
度品、家族との思い出の品々、写真、思い入れの
強い持ち物など居室へ用意して頂く様にお願いし
ております。他入居者との共用空間が多い中、居
室は住み慣れた我が家を思い出し、安心して過ご
せる空間にして頂きたいと常日頃より考えます。

ご本人様からご家族様へ伝えたい事がある場合は
職員が訴えを聞きます。電話番号がスラスラと出て
くる場合はご自分で押して頂きますが、出来ない場
合は、代行して電話を掛けます。ご家族様には電
話が可能かどうか確認しながら、対応しておりま
す。年末に年賀状をご家族様へ出す際は、ご本人
様に一筆添えて頂きます。

居室には洗面台とベットが準備され、自宅で使
用していた家具や調度品も持ち込まれている。
クローゼットは広く収納が十分で1人ひとりの居
室が広々と感じられる。清掃が行き届き、各部
屋に加湿器が整備されているが、認知力に応じ
て使用している居室もある。

玄関入り口に事務所があり、入居者の動向を見
守っている。奥の共用空間の対面式厨房からは
食事を作る美味しそうな匂いが漂い、机やテー
ブル、ソファやテレビが設置され、季節柄クリス
マスバージョンの設えである。大きな掃き出し窓
から近隣の家並みが眺められ、庭には洗濯物
がなびいている。共用空間で過ごす入居者も多
く、居心地よい空間となっている。


